






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実相真如ならぬ物は無し。人畜 ・ 草木 ・ 瓦礫 ・ 国土は皆実相ならぬ事は無けれ
ば「諸法実相」と説きたり。是れを本門に至っては「如来如実知見」と説きた











































































































































































































































































































































わち、一）中山 ・ 身延 ・ 関東天台談義所とには、先に同様な天台思想 ・ 学問的な
基盤と関心があって、後にその影響下で京都と中山の間で「実相鈔」が成立した
か。二）京都から中山を通して『実相伝抄』等の本尊相伝と「実相鈔」の原本が





























北川前肇 ［一九七六］  「行学院日朝の門下教育」、『印度学仏教学研究』二四（二）、
東京、三四八～三五一。
 ［一九八八］  『日蓮教学研究』、平楽寺書店、京都。
桑名貴正 ［一九九六］  「身延山十二世円教院日意上人伝に関する二、三の問題につ
いて」、『身延論叢』第一巻第二号、四五～六八。
執行海秀 ［一九五二］  『日蓮宗教学史』、平楽寺書店、京都。
 ［一九五三］  「中古天台教学より日蓮聖人教学への思想的展開」、『大崎学
報』一〇〇、立正大学仏教学会、東京。
鈴木一成 ［一九七五］  『日蓮聖人遺文の文献学的研究』、山喜房仏書林、東京、八七
～一七五。
末木文美士 ［二〇〇〇］  『日蓮入門一現世を撃つ思想』、ちくま新書、東京、一八四～
二〇二。
 ［二〇〇一］  「日蓮の真偽未決遺文をめぐって」、『法華経の思想と展開：
法華経研究』十三、平楽寺書店、京都、五〇七～五三三。
 ［二〇〇九］  「開かれた日蓮像を目指して」、『法華仏教研究』一、法華仏
教研究会、東京、五一～七〇。
高木豊 ［一九七二］  「「録外」遺文に関する書誌学的覚え書」、宮崎英修 ・ 茂田井
教享編『日蓮聖人研究』、平楽寺書店、京都、五二七～五五
五。
田村芳朗 ［一九五七］  「鎌倉新仏教の背景としての天台本覚思想」、『日本仏教学会
年報』二二、京都。
 ［一九六六］  「天台本覚思想における証の問題」、『日本仏教学会年報』三
一、京都。
 ［一九六八］  「日本中世思潮と天台本覚思想」、『印度学仏教学研究』十六
（二）、東京。
 ［一九七三］  （一）「本覚思想に対する批判論」、『印度学仏教学研究』二一
（二）、東京。
   （二）「本覚思想における基本原理」、『インド思想と仏教：中
村元博士還暦記念論集』、東京。
   （二）「天台本覚思想と日蓮教学」、『中世法華仏教の展開：法
華経研究』五、東京。
 ［一九七七］  「本覚思想における実践の原理」、『仏教の実践原理』、山喜房
仏書林、東京。
 ［一九九五］  「天台本覚思想の特色」、『密教大系』七、法蔵館、京都。
多田厚隆 ［一九七三］  『天台本覚論』（『日本思想大系９』所収）岩波書店、東京、
一四七。




 ［二〇〇八］  （一）『宗教研究』三五五、「行学院日朝の活動について」、日
本宗教学会、東京、三四五～三四六。
   （二）「行学院日朝と身延山久遠寺」、『仏教文化の諸相：坂輪
宣敬博士古稀記念論文集』、山喜房佛書林、東京、三一五～
三三二。
 ［二〇〇九］  「行学院日朝関係の聖教について」、『印度学仏教学研究』五
七（二）、七〇四～七一一。
 ［二〇一〇］  「行学院日朝の蔵書形成について」、『印度学仏教学研究』五
八（二）、二四八～二五五。
 ［二〇一一］  「行学院日朝の法華経談義書について」、『印度学仏教学研究』
六〇（一）、二三六～二四三。
 ［二〇一三］  「行学院日朝の法門相伝書について」、『印度学仏教学研究』
六一（二）、東京、一三五～一四三。
 ［二〇一四］  「行学院日朝の法則類について」『印度学仏教学研究』六二
（二）、東京、一九九～二〇七。
 ［二〇一六］  「中世日蓮宗における本尊の造像について」、『印度学仏教学
研究』六五（一）、東京、一二〇～一二八。
中條暁秀 ［一九八九］  「金綱集抄出の当体義抄について」、『棲神』六一、身延山短
期大学学会、身延山久遠寺、九三～一〇六。
 ［一九九六］  「最蓮房あて御書十二篇」、『日蓮宗上代教学の研究』、平楽寺
書店、京都、一四一～一六五。
花野充昭 ［一九七七］  「日本中古天台文献の考察（二）一日蓮の『立正観鈔』の真
偽問題について一」、『印度学仏教学研究』二五（二）、八三
〇～八三五。
花野充道 ［二〇一〇］  『天台本覚思想と日蓮教学』、山喜房仏書林、東京、二三～五
二〇。
 ［二〇一一］　  （一）「智顗の法華経観と四重興廃思想」、『法華仏教研究』
九、法華仏教研究会、東京、一～一〇九。
 ［二〇一二］  「日蓮教学と本覚思想について（一）」、『法華仏教研究』第十
三号、二七六～二九八。
松戸行雄 ［一九九四］  『日蓮思想の革新―凡夫本仏論をめぐって』、論創社、東京。
宮崎英修 ［一九七八］ 『日蓮辞典』、東京堂出版。
 ［一九九三］  「最蓮房伝考検」、立正大学日蓮教学研究所編『日蓮教学とそ
の周辺』、山喜房仏書林、東京、一九四～二二〇。
 ［一九六八］  「日蓮聖人遺文の文献学的研究一録内御蓄の成立一」、『近代
日本の法華仏教』、平楽寺書店、京都、三六四～三七四。
室住一妙 ［一九七八］  「近世における日蓮教学」、『近世法華仏教の展開：法華経研
究』七、京都、二七～五七。
山中喜八 ［一九七七］  「本尊集解説」、山中喜八編『日蓮聖人真蹟集成』第十巻、法
蔵館、京都。

























































































































































































九世 ・ 日宣に関しては「《九代　常在院日宣上人》在住二十八年 ・ 弘治二年（一五五六）十一
月十二日に亡くなっている」と、没年も記されている。妙恩寺の伝承を信用するとすれば、
号と没年の二点は『日蓮宗』の訂正すべきところと言えよう。

































































































30 『日蓮宗』：三七九に基づく。内容は次の通りである：「第一 ・ 二編、全二冊。祖山学院出版
部発行。第一編＝明治四一年（一九〇八）二月二五日、第二編＝同四二年一一月二五日発行。
各門流に伝えられる本尊相伝書を収録したもの。第一編は身延相伝部で行学院日朝 ・ 円教院
日意 ・ 宝聚院日伝の本尊に関する論議口決類、第二編は諸山相伝部で日昭門流 ・ 日朗門流 ・
日興門流 ・ 日向門流 ・ 日常門流等を中心とした各門流の本尊に関する相伝口決類を収録する。
昭和一六年（一九四一）八月二〇日、身延山専門学校出版部より訂正再版されたがこれには
初版本の巻頭に付されていた日朝上人御影、日朝 ・ 日意 ・ 日伝三師の曼荼羅本尊（第一編）、
日蓮聖人 ・ 日興 ・ 日朗 ・ 日向 ・ 日像 ・ 日祐 ・ 日山 ・ 日親の曼荼羅本尊等（第二編）の口絵写
真が割愛されている。更に昭和五三年二月二五日、身延山短期大学出版部より新訂複製版が
洋装本一冊（第一、二編合冊）として発行された。これは明治四一－二年の初版本を複製し
たものである。本書は日蓮教団における本尊論の展開を知る上での基本的な文献である。」
31 弁阿闍梨日昭（一二三六年～一三二三年）、大国阿闍梨日朗（一二四五年～一三二〇年）、
白蓮阿闍梨日興（一二四六年～一三三三年）、佐渡公日向（一二五三年～一三一四年）、蓮華
阿闍梨日持（一二五〇年～？）、伊与公日頂（一二五二年～一三一七年）の六人である。
32 六老僧撰『御書目録日記』、池上、弘安六年（一二八三年）十月十二日。本城房日 実筆『当
家宗旨名目』下、身延文庫、総本山身延山久遠寺、寛正二年（一四六一年）、一。中正院日存
筆『本迹対論用意抄』上、身延文庫、総本山身延山久遠寺、文明二年（一四七〇年）、一五
二。行学院日朝筆『録内御書目録』、「御書目録日記之事」、身延文庫、総本山身延山久遠寺、
文明十一年（一四七九年）。
33 写本の原文「嫡流一人ヨリ外ハ可有許云々」の文中で否定詞の「不」が脱落した可能性も
ある。すなわち、写本の誤写で、本来は「嫡流一人ヨリ外ハ不可有許云々」（嫡流一人ヨリ外
ハ許スコト有ルベカラズト云々）だった可能性も想像できる。このようであれば前後の文章
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と首尾一貫する。訳文も「嫡流の一人以外は許すこともないと聞いている」となり、その後
の「嫡流であっても信を以て……」の文章との整合性もつく。
34 『日蓮宗』：六八三による。
35 同上：六三七による。
36 「如来秘密神通之力」（T Vol.9、N.262、42b8所収）。
37 T Vol.34、N.1718、127c23。
38 『日蓮宗』：九九にて、北川前肇氏の研究成果による。
39 『御書システム』：一七三七九六号。
40 同上、六〇六六三号による。
41 『日蓮宗』：五七五による。
42 『御書システム』：六〇七三七号。
43 同上、六五七八二号による。
44 渡辺［二〇〇六］（一）及び（二）に基づく。
45 『日蓮宗』：六五五。
46 寺尾英智氏の研究成果による。（参考文献）の寺尾［二〇〇七］と［二〇一四］の先行研究
に該当。
47 渡辺［二〇〇六］（二）：五五～五七に基づく。
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